
設立準備委員総会　議事録
　 　 　 　 　 　 　 　 　 2004/03/07

　出席者 ： 50音順　石丸 　 　 　 泉 　 　 　   市川　 　 　 井手 　 　 　 内 海 　 　 　 大 塚
　 　 　 　 　 敬 称略 　 加藤孝 　 　 加藤祐子 　片桐 　 　 　 斉 藤 　 　 　 左 海 　 　 　 白 木 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 竹 居 田 　 　 丹 治 　 　 　 納 見 　 　 　 平 山 　 　 　 広 瀬 　 　 　 本 多 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 村 上 　 　 　 茂 垣 　 　 　 吉 田                         以上２ １ 名
  
  代理人保有議決数　石丸 　 １ 　 　 泉 　 １ 　 　 井 手 　 １ 　 　 斉 藤 　 ３ 　 　 左 海 　 １

　 　 　 ※以上 　有効議決数　 ２ ７ 　 （ 議 長議決権 　 ０ と す る ）
　 　 　 　 　 　 　
　 　 （ お 詫 び 　 当日有効議決数　 ２ ９ で 誤計算 　申 し 訳有 り ま せ ん で し た 。 ）

　 内容　記

１ ， 自己紹介

２ ，議長選出 　当総会世話人　広瀬 　選出 　拍手に て承認

３ ， 議案説明 　設立準備委員総会　資料に依る

　 　 　 ① 　 石丸 ・ 相澤案 （提出期限外の為 ） 　 案件採用 　可否採決
                  賛成　 １ ７ 　 　 反 対 　 １ ０                  「  可決 」

４ ，各案提出者　説明 （配付資料に依る ）
    a、加藤案 　 ； 上部組織を作 り 　 各走行会を実施す る下部組織をぶ ら下げ る 。
                上部組織は事務局と企画担当を置きそれ に各役割を分担する 。

　理事を置 く 　 こ の 方達 は走行会に タ ッ チ し な い 、 走 行会は各下部組織
が実施する組織と し た い 。
　組織のス タ ー ト は ２ ０ ０ ５ 年 の 初頭 と し 登録費払い込み業務等は各地
域に一本化する 、 そ の 後本部へ提出する形に し た い 、 そ の 時必要な経費
はその地区で取 り 、 そ の 内容は各地区統一する必要はな く 、 各地区の裁
量に任せる こ と と す る 。
　地域ク ラ ブ は各地区 １ ク ラ ブ と す る 必要は な く い く つ 有 っ て も 良 く て 、
お互いに切磋琢磨されて い けば い い と 思 い ま す 。

   

b,井手・本多案；目的はブルベ を円滑に運営し発展させ る事で あ る 。
               　総会を設定し 、 総会 を最高議決機関とす る 　 ま た 、 会 員 は議決権を持

ち総会の下に執行機関と し て幹事会を置 く 、 執行機関の役割は会員登録、
　 　 　 　 　 　 　  広報、海外連絡窓口等の業務を分担する 。
　 　 　 　 　 　 　 　 補足 と し て 、 ブ ル ベ主管者の資格を設定し な い 、 理由は以下とす る 。
　 　 　 　 　 　 　 １ ， 各 地 域 で ブ ルベ を主管 し て も ラ ン ド ヌ ー ル ジ ャ ポ ン の 運営 に参加 し た

くな い主管者がいる 、 資格を設定 し て も意味がない 。
　 　 　 　 　 　 　 ２ ， 熱意が あ っ て ブ ル ベ を 広げた い人な ら ば資格は必要ない 。
　             ３ ， 走行距離等を条件と し て 付 け る と 　特定 の人がはずれ て し ま う 。

  ラン ド ヌー ルジ ャ ポ ン の 組織下にお い て全て運営 し て い く 、特定 の業務
を組織外の機関に事務作業を依託する事は し な い 、だか ら色ん な意味で
会員に対し て資格は設定し な い 。
 幹事会のメンバー に つ い て  地域ブルベの主管者等に限定しな いか 、 理
由は以下とす る 。

１ ，遠方 の方で運営に参画する こ と が物理的に不可能な方もみえ る 。
２ ，地域で毎年開催する と は限 ら な い 。
３ ，逆に個人で主管は し な い け れど も 、 運営 に参画 し た い人 も い る 。
  ブロ ッ ク 化 に は反対 し ま す 、
１ ， 大王の会等で主催した い場合があ り 、 広域 に会員がい る為 、 ブ ロ ッ ク

化には反対し ま す 。
２ ，総会に推薦す る役員は決めて お き た い 、 役員 と し て こ のグル ープか ら



選出してい く様に し て欲 し い 。
                     
    ｃ 、 斉藤案 ； 　今日 の こ の 会議は 　公的な物と す る 、 こ の 会議 で決定された物は今後

の基盤と し て有効な物であ る 。
　 　 　② 　 上記 　項目に つ い て 　 可否採決
　 　 　 　 　 　  　 　 　 賛 成 　 １ ６ 　 　 反 対 　 １ １                  「  可決 」
　            　 　 ス タ ーバイ ク 　 ジ ャ パ ン の あ り 方 に つ い て

ラン ド ヌー ルジ ャパ ン と ス タ ーバイ ク と の 関係を明確にす る必要があ る 。
　総会資料によ り 、問題点を明確に し て い く

    ｄ 、 相澤案 ； 　 地域 ク ラ ブ と い う考え に は反対 し ま す 。
　 　 　 　 　 　 　 　 ラ ン ド ヌ ー ル ジ ャ パ ン は 日本唯一のブルベ を主催す る ク ラ ブ で あ る 、

ルー トＮ 　 Ｐ Ｂ Ｐ ブ ル ベ に於い てシ ンプル で判 りやす い組織 と し て 、 統
一性を出す 。
　会の目的は 　 ブ ル ベ全般を行 う事 と す る 。
　 ラ ン ド ヌ ー ル ジ ャ パ ン  グッズの作成 、完走者への認定書の発行 、ナ
ショナル ブ ルベ の一元管理を大前提とす る 。
　事務局の業務と し て 、 日中 　電話 に応対す る必要があ り そ の条件 を満
たし て い る 者が担当すべきで あ る 。
　事務局業務につい て 　問い合わせ窓口 　会員登録 　運営記録管理が考
えられ る 。 　 運 営グループの資格 （ 400k以上の認定者） と す る 。
　 　

e、石丸案 ； 　ニ ューサ イ ク ル編集長よ り ブ ル ベ を 紹介され １ ９ ９ ９ 年 ス タ ーバイ
クジャパ ン と し て視察に行 っ て も ら っ た 時点よ り活動が始ま っ た 。
　当初 JCAに協力を依頼したが協力が得られなか っ たが出来るだけ公的
なもの に し たか っ た 。
　 ２ ０ ０ ５ 年 よ り 組 織化 を進め組織と し て活動 し て い く 。
基本的に相澤案と同等であ るが相違点は以下であ る 。
１ ， 会 の名称は 「 ブ ル ベジ ャポ ン ２ ０ ０ ７ 」 の様 に 期間限定なも の と す
る 。
２ ，幹事会 、運営グループ 、 事務局と い う シ ンプル な も の に な る よ う に
考えてい る 。
３ ， 事務局は組織の中での事務処理とい う形で設定 し た い 。
４ ，事務局を持ち回 り性 と い う形 で も い い と 思 い ま す 。

　            以上　各案提出者によ り 決定必須項目を策定し採決する 。

    左海案　 ； 　 各案 の内 　似て い る 部分 を ま と め 、 ３ 年 後 で も い いか ら し っか り し た 組
織を作っ て い く 。

　 　 　 　 　 　 　 　 会 の 名 称 、 会 の活動内容 、組織と会則を作 る委員会を組織する 。
　 　 　 　 　 　 　 新 た に 取 り 決めす る 委員会を作 り そ こ で 決定 し て い く 等々 。

　      休憩　実施

      ※ 休憩時間を利用し各案提出者間で議決事項調整実施

       議事再開
     ５ ， 各案採決

　 　 　③ 　 左海案を緊急動議する 　 　 　 　 　 　
              賛成　 １ 　 　 反 対 　 ２ ６                    「  否決 」

    　④ 　会 の目的 「 ブ ル ベ全般を日本に普及し 　 ブ ル ベ ラ ン ド ヌ ー ル を 行 っ て い く 」



              賛成　 ２ ７ 　 反 対 　 ０             　 　      「  可決 」

    　⑤ 　組織構造の決定 　 （ 斉藤案の内 ）
１案

　 　 　 　       賛成　 １ ７ 　 　 反 対 　 １ ０                  「  可決 」

          ２案
              賛成　 ２ 　 　 　 反 対 　 ２ ５                  「  否決 」

          ３案
              賛成　 ６ 　 　 　 反 対 　 ２ １                  「  否決 」

          ４案
              賛成　 ０ 　 　 　 反 対 　 ２ ７                  「  否決 」

          ５案
              賛成　 ２ 　 　 　 反 対 　 ２ ５                  「  否決 」

       ※　可決案 　 １ 案 は設立準備委員総会資料　斉藤案　 P16　参照

    　⑥ 　会 の名称 　 「 ラ ン ド ヌ ー ル ・ ジ ャ ポ ン 」
              賛成　 ２ ４ 　 　 反 対 　 ３ 　                  「  可決 」

              「日本ｻｲｸﾘﾝｸﾞ ・ﾌ ﾞﾙﾍﾞ ・ ﾗﾝﾄﾞﾇｰﾙ連合協会」
              賛成　 　 ３ 　 　 反 対 　 ２ ４ 　                「  否決 」

    　⑦ 　会 の位置付け 　本会 を設立総会とす る 。
              賛成　 ２ ４ 　 　 反 対 　 ３ 　                  「  可決 」

                  ９月総会を年次総会とす る
              賛成　 ２ ４ 　 　 反 対 　 ３ 　                  「  可決 」

    　⑧ 　幹事会を置き運営する
              賛成　 ２ ７ 　 　 反 対 　 ０ 　                  「  可決 」

  　 　⑨ 　 幹事会から会長を決定する
              賛成　 ２ ４ 　 　 反 対 　 ３ 　                  「  可決 」

      ※本件　そ の後協議によ り無効 　⑫号採決へ移行

    　⑩ 　幹事会が事務を運営する 。       
              賛成　 ２ ５ 　 　 反 対 　 ２                    「  可決 」

    　⑪ 　幹事会には地域ブルベ主管代表者が入る 。          
              賛成　 ２ ０ 　 　 反 対 　 ７                    「  可決 」

    　⑫ 　会長 を決定 し会長が幹事を決定する 。
              賛成　 ２ ４ 　 　 反 対 　 ３                    「  可決 」

    　⑬ 　会長 を 「 加藤 　 孝 」 と す る         　
              賛成　 ２ ４ 　 　 反 対 　 ３                    「  可決 」



                                                        以上　文責 　大塚


